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基礎工事たけなわ

ことのほか雨の多い秋だったの

で、基礎工事の溝にも大量の雨が

たまったりして、工事を進める前

に排水・泥上げの作業が加わって

しまいました。台風も二週連続で

来襲するなど、天気には悩まされ

ましたが、ようやく天候も落ち着

いて、基礎工事も順調のようで

す。

写真の右側が書院・庫裡部分

で、左側奥に見えるのが本堂部分

の基礎となります。書院・庫裡の

基礎部分は、11月14日からコンク

リートを流し込む予定です。大型

の生コン車が何十台も来るそうで

す。

本堂の方は、同じく24日からの

コンクリート打設に向けて、鉄筋

を組む作業が佳境です。
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基礎工事の詳細（10月末から11月初旬）

① 根伐り
ね ぎ り

※

基礎を作る場所を、杭の頭ま

で重機で掘ります。

掘った土を基礎工事の邪魔に

ならないところに仮置きしま

す。なにぶん敷地いっぱいに建

物が建つため、掘った土の仮置

き場が狭くて、うず高く積むこ

とになりました。

溝を掘った状態を遠くから見

ると、まるで遺跡の発掘現場の

ようです。特に古代の遺物とか

は、発掘されませんでした。

溝を掘ったら、砕石を敷き詰

めて転圧、突き固めます。

② 捨てコン

基礎のコンクリートが流され

る部分の地面に、捨てコンとい

われるコンクリートを流して、

平らにならします。

上から見ると、地面にチェッ

ク模様をつけたように見えま

す。このチェック模様の交差す

るところに見える丸いのが、杭

の頭です。ここから12ｍほど、

地中深くの固い地盤まで届いて

いるのです。

台風18号がやってくる前に、

捨てコンを打つことができ、

ほっと一安心。

写真は、基礎工事の様子がわかりやすいよ

うに、現場事務所の２階から定点観察に近い

状態で撮影したものです。

基礎工事

根伐りとはコ

ンクリート基礎を施設するため

に土を掘ること。コンクリート

基礎の形に合わせて、型枠を設

置できる作業スペース分広めに

掘っていきます。

根伐り
基礎工事の手順とし

ては、根切り、捨てコ

ン ク リ ー ト、鉄 筋 配

筋、基礎コンクリート

の打設と進んでいきま

す。
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③ 基礎鉄筋の組立

台風などの影響で雨続きでし

たが、久しぶりの好天で、作業

も急ピッチに進んでいます。

太さ・長さ・形状などが異な

る鉄筋を図面通りに配筋するの

は、見ていると「知恵の輪」の

ようです。

よくも間違えずにできるもの

だと、感心させられます。

④ 基礎型枠の組立

たくさんの型枠の材料が運び

込まれ、基礎の型枠工事が始ま

りました。

生コンを流し込んだ時に漏れ

ないように、型枠がずれたりし

ないように、基礎鉄筋がはじに

寄ったりしないように、高さが

そろうようになど、素人が考え

ただけでも難しい作業に思えま

す。鉄筋組立が「知恵の輪」だ

とすると、こちらは「ジグソー

パズル」のようです。

捨てコンは、

捨てコンクリートの略で、墨出

し・型枠固定の為に非常に有効

で、捨てコンをすることで基礎

工事の精度を上げることができ

ます。

捨てコン
基礎の鉄筋を

くみ上げることを「配筋」とい

います。表面に凹凸のある異形

棒鋼が使用され、コンクリート

への付着強度を高めています。

鉄筋配筋

基礎の型枠に、生コンクリー

トを流し込むことを打設と言い

ます。打設した後、バイブレー

タを使用して、生コンを隅々ま

で行き渡らせ、余分な空気や水

分を除きます。

コンクリート打設
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当初の予定では、12月から鉄

骨の建て方となっておりました

が、鉄骨工事の業者さんが

2020年のオリンピック関連の

工事に引き抜かれたため、鉄骨

関係の施工業者さんの変更を余

儀なくされました。

無事、別な業者さんを手配す

ることはできましたが、12月か

ら予定していた鉄骨建て方の工

程は1月中旬以降に変更となり

ました。これにより、上棟式の

日程や他の工程にも多少影響が

出そうですが、完成予定の時期

の変更はありませんのでご安心

ください。

なお、上棟式は３月１２日～

１５日の間のいずれかの日にな

る予定です。それに先立つ１１

日（日）に、毎年恒例の春彼岸

法要を予定しておりますので、

檀信徒の皆様には行事が続いて

申し訳ありませんが、本堂はじ

め伽藍の新築は、数百年に一度

の慶事ですので、古来の儀式に

基づいて執り行いたいと考えて

おりますので、ぜひお参りいた

だければ幸甚でございます。な

お、詳細につきましては日程が

確定次第、ご案内を差し上げま

す。

修正工程表（11月９日付）



Page 5

第2巻 第6号



再建だよりPage 6

ご寄付の途中経過

11月の工事予定
11月中に、基礎のコンクリート

が打たれる予定になっています。



９月29日に、銀行との融資契

約を結びました。契約書の一部

を掲載いたします。

融資契約書
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【お断り】 銀行からの申し出

により、銀行名・金利は伏せて

のご紹介になっております。



伽藍の工事と同時に、仏像仏具

の準備も徐々に進めております。

10月初旬に忙しい合間をぬって、

本尊様となる釈迦如来像や達磨大

師像の彫性をお願いした中国の仏

像工房に行って、お顔を見せてい

ただいたりの確認をしてまいりま

した。確認の上、その場で手直し

をしていただいたりしました 。

【写真右上】

また、ちょうど開催されていた

仏像・仏具の博覧展示会にも出向

いて、仏具の数々も拝見してまい

りました。会場は、厦門の国際展

示場で、幕張の国際展示場の倍は

あろうかというほどの展示場に、

膨大な数の仏具が展示されていま

した。【写真左上】

写真左下は、宿泊したホテル近

くにあった「鴻山寺」というお寺

です。雨模様だったので、貸切で

お参りすることができました。

右下の写真は、福建省最大規模

と言われ、686年に建てられた泉

州開元寺にある石造の「鎮国塔」

です。
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